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杉
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書
店
 
二
〇
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三
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二
刊
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八
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三
六
〇
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円
 

  
大
河
ド
ラ
マ
『
八
重
の
桜
』 （
二
〇
一
三
）
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
覚
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
戦
争
を
憂
う
新
島
八
重
に
対
し
て
軍
備
増
強
の
必
要
性
を
語
る

若
者

�
彼
こ
そ
が
本
書
の
主
人
公
、
徳
富
蘇
峰
で
あ
る
。
 

 
本
書
で
は
総
勢
二
七
名
の
執
筆
者
に
よ
り
、
明
治
か
ら
戦
後
に
至
る
迄
の

九
五
年
間
を
生
き
た
徳
富
蘇
峰
の
「
人
生
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
限
ら
れ
た
紙
幅
で
は
目
次
の
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と

も
難
し
い
た
め
、
概
観
を
示
す
こ
と
で
紹
介
の
責
を
塞
ぎ
た
い
。
 

 
第
Ⅰ
部
「
徳
富
蘇
峰
と
近
代
日
本
」
で
は
、
明
治
か
ら
戦
前
の
日
本
社
会

に
関
す
る
蘇
峰
の
言
説
を
考
察
し
た
桶
谷
秀
昭
「
近
代
日
本
精
神
史
に
於
け

る
徳
富
蘇
峰
」
と
、
戦
後
日
本
の
国
際
関
係
に
関
す
る
言
説
を
考
察
し
た
坂

本
多
加
雄
「
徳
富
蘇
峰
と
戦
後
日
本
」
の
二
本
を
収
録
し
て
い
る
（
な
お
、
戦

後
の
日
本
社
会
に
関
す
る
言
説
に
つ
い
て
は
第
Ⅱ
部
収
録
の
杉
原
志
啓
「
蘇
峰
と
現
代
」

が
詳
し
い
）。

こ
こ
で
は
蘇
峰
と
い
う
人
間
を
理
解
す
る
た
め
の
概
念
と
し
て

「
時
勢
」「
大
勢
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
第
Ⅱ
部
「
い
ま
、
な
ぜ
徳
富
蘇
峰
か
」
で
は
、
ま
ず
杉
原
志
啓
「
徳
富
蘇

峰
の
全
体
像
」
が
蘇
峰
の
持
つ
様
々
な
顔
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
新
聞
雑
誌
経
営

者
、
思
想
家
、
歴
史
家
）
を
解
説
し
た
上
で
、
そ
の
個
々
の
側
面
に
注
目
し
た
論

考
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
を
大
別
す
る
と
三
つ
の
分
析
視
角
に

ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
蘇
峰
「
自
身
」
を
論
じ
た
も
の
が
四
本
（
井
上
智
重
「
蘇

峰
の
原
郷
」
、
齋
藤
洋
子
「
蘇
峰
の
欧
米
視
察
」
、
有
山
輝
雄
「
タ
テ
マ
エ
の
「
立
言
者
」

徳
富
蘇
峰
」、
澤
田
次
郎
「
蘇
峰
の
対
英
米
観
の
変
遷
」）、
次
に
蘇
峰
か
ら
見
た
「
他

者
」
を
論
じ
た
も
の
が
四
本
（
伊
藤
彌
彦
「
新
島
襄
と
蘇
峰
」、
西
田
毅
「
蘇
峰
と
明

治
の
政
治
家
た
ち
」、
尾
形
明
子
「
徳
富
蘇
峰
と
長
谷
川
時
雨
・
吉
屋
信
子
」、
梶
田
明
宏

「
徳
富
蘇
峰
に
お
け
る
明
治
天
皇
と
昭
和
天
皇
」）、

最
後
に
蘇
峰
の
「
作
品
」
を
論

じ
た
も
の
が
二
本
（
桐
原
健
真
「
徳
富
蘇
峰
『
吉
田
松
陰
』
と
「
維
新
」
の
行
方
」、
富

岡
幸
一
郎
「『
終
戦
後
日
記
』
を
読
む
」）

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
徳
富
蘇
峰
と
い
う

人
間
が
そ
の
人
生
の
中
で
遺
し
て
き
た
足
跡
を
丁
寧
に
追
っ
た
論
考
が
並
ん

で
い
る
。
 

 
第
Ⅲ
部
「
蘇
峰
を
め
ぐ
る
人
々
」
で
は
、
蘇
峰
と
交
友
の
あ
っ
た
一
五
名

の
人
物
に
つ
い
て
解
説
し
た
小
論
を
収
録
し
て
い
る
。
幕
末
の
横
井
小
楠
（
松

浦
玲
執
筆
）
か
ら
始
ま
り
、
戦
前
で
は
福
地
桜
痴
（
山
田
俊
治
）、

三
宅
雪
嶺
（
中

野
目
徹
）
な
ど
の
同
業
者
か
ら
与
謝
野
晶
子
（
小
嶋
翔
）、
高
群
逸
枝
（
丹
野
さ
き

ら
）
と
い
っ
た
女
性
知
識
人
ま
で
多
様
な
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
戦
後
で
は
正
力
松
太
郎
（
竹
内
洋
）
と
の
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
だ
け
で
も
彼
の
九
五
年
に
わ
た
る
人
生
の
厚
み
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。
 

 
そ
の
他
に
も
蘇
峰
の
年
譜
や
関
連
系
図
、
著
作
目
録
な
ど
を
収
録
し
た「
資

料
」
編
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全
三
二
本
の
論
考
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
鼎
談
記
事
を

含
む
）
に
お
い
て
は
、
各
論
考
間
で
重
複
や
分
量
・
精
度
の
差
が
見
ら
れ
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
徳
富
蘇
峰
と
い
う
人
物
に
関
す
る
重
要
な
論

点
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、彼

を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。 

 
さ
て
本
書
を
読
ん
で
い
る
と
「
悪
名
」
と
い
う
単
語
を
何
度
も
目
に
す
る
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だ
ろ
う
。
先
の
大
河
ド
ラ
マ
の
シ
ー
ン
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
そ
の

帝
国
主
義
的
な
論
調
に
よ
っ
て
帝
国
日
本
の
旗
振
り
役
を
務
め
た
「
御
用
記

者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
そ
う
し
た
「
悪
名
」
だ
け
で
は
捉
え

き
れ
な
か
っ
た
彼
の
多
様
な
生
き
様
を
描
き
出
し
た
点
こ
そ
が
本
書
の
特
徴

だ
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
「
ク
ロ
」
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
単
純

に
「
シ
ロ
」
へ
と
反
転
さ
せ
る
だ
け
の
議
論
は
生
産
的
で
は
な
い
し
、
本
書

が
意
図
す
る
所
で
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。
近
代
と
い
う
時
代
を
考
え
る
に
当

た
り
、
そ
の
時
代
と
共
に
生
き
、
時
代
と
共
に
消
え
て
い
っ
た
徳
富
蘇
峰
と

い
う
人
物
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
描
き
出
す
こ
と
が
今
後
の
研
究
で
さ
ら
に

目
指
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
確
か
な
案
内
人
役
を
務
め
得
る

一
冊
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
次
第
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
（
團
藤
充
己
）
 

  

             

 
 


